
授業での指導の工夫

第２学年 データの分布の比較

本単元でよく見られる生徒のつまずき
23 24 25 26 26 29 30 34 39 の九つの値

は、次の箱ひげ図に表すことができる。
この箱ひげ図のどの部分が何を表しているか。

○ 箱ひげ図を活用する意義や目的の実感に向け、実際に箱ひげ図が活用さ
れた身近な事象の提示

生徒に箱ひげ図を学習
する必要感をもたせられ
ず、粘り強く考える姿や
理解に向けて学習を調整
する姿を引き出すことが
できない。

【本時の目標】新聞に掲載された野球選手の投球データを示す箱ひげ図が表す意味を考察する活動を通し
て、箱ひげ図や四分位範囲の必要性や意味を理解することができる。

実践事例２－７

授業づくりで大切にしたいこと

※参考データ：YouTube   大谷翔平 全投球＆全打席ダイジェストより

【ヒストグラム等との関連を意識】

・多面的な考察には、箱ひげ図だけ

でなく、ヒストグラムなどを用

いて分析する必要があるため、

単元を通してヒストグラム等の

関連を意識して指導します。

【実際の活用場面を提示】

・「どんな意味があるんだ

ろう」という生徒の問い

を引き出すために、箱ひ

げ図が活用された実際の

記事を示します。

【生徒が主体の展開】

・教師が箱ひげ図を

「教える」のでは

なく、生徒が「見

いだす」展開に転

換します。

※本事例は、映像版実践資料と
合わせて御活用ください。


